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《 輸入大豆 》 

１７／１８年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が９月１２日発表した、１７／１８年度の世界大豆生産・需給予測によれば、生

産量は前回比０．３％増の３億４，８４４万トンとなりました。米国で増産が続いているほか

ボリビアでも増産となっています。 

前回から生産量は増加しているものの、期初在庫の下方修正に加えて、需要の増加により期

末在庫は前回比０.３％減の９，７５３万トンに下方修正されています。 

 また、同日発表された１７／１８年度の米国大豆生産・需給予測によると、単収が引き上げ

られたことで生産量が増え、それに伴い総供給量は増加しました。ただ、輸出量の増加を受け

て総需要量も増え、期初在庫が下方修正されたことで相殺され、期末在庫は前回と同じ１，２

９４万トンに据え置かれています。 

 

１７/１８年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，８４４万ｔ （対前年比     ０.９％減） 

消 費 量 ３億４，４３０万ｔ （対前年比     ４.４％増） 

期末在庫量 ９，７５３万ｔ   （対前年比     １.６％増） 

期末在庫率 ２８.３％      （対前年度差 ０.８ポイント減） 

１７/１８年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億２,０５９万ｔ （対前年比     ２.９％増） 

消 費 量 ５，６５１万ｔ   （対前年比     ３.２％増） 

輸 出 量 ６，１２４万ｔ   （対前年比     ３.７％増） 

期末在庫量 １，２９４万ｔ   （対前年比    ３７.６％増） 

期末在庫率 １１.０％     （対前年度差 ２.７ポイント増） 

 

〇米国大豆落葉率４１％、収穫率４％-南部で収穫進む 

 米農務省が１８日発表した、９月１７日現在の米国大豆落葉率は主要１８州平均で４１％ 

（前週２２％、前年４３％、平年４３％）と前年比・平年比で共に２ポイント遅れています。 

 また、同日現在の米国大豆収穫率は、主要１８州平均で４％（前週なし、前年４％、平年５％）

となっており、平年比で１ポイント遅れていますが、南部の州では順調に収穫が進んでいます。 

  

〇米国大豆作柄状況、良・優５９％で１ポイント悪化 

 米農務省が１８日発表した、９月１７日現在の米国大豆作柄状況は、主要１８州平均で普通

２９％（前週２８％、前年２０％）、良好４８％（前週４９％、前年５４％）、優良１１％（前

週１１％、前年１９％）と概ね順調に生育しています。米国全土で見るとオハイオ州は前年よ

りも着サヤ数が多く、高単収が期待されますが、アイオワ州やミネソタ州では着サヤ数が少な

く、単収が上昇する可能性は低いと見ています。 
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《 トピックス 》 

〇東北ブロック豆腐品評会、受賞１２品が決定、９月３０日の全国大会へ 

 先日、仙台市内で東北ブロック豆腐品評会が開催され、木綿、絹ごし、寄せ・おぼろ、充て

んの４部門で審査が行われ、各部門の上位３品が９月３０日に東京で開催される全国豆腐品評

会に出品されることとなりました。東北勢の活躍に期待です！ 

 

【受賞一覧（金賞）】 

 ▽木綿豆腐部門 

  金賞●もめん豆腐（塩で食べるとおいしい豆腐） （豆腐屋おはら/福島県） 

  

 ▽絹ごし豆腐部門 

  金賞●復興豆腐絹ごし （マサキ食品/宮城） 

 

 ▽寄せ・おぼろ豆腐部門 

  金賞●蔵王の匠が寄せた手作りおぼろ （蔵王高原フーズ/宮城） 

 

 ▽充てん豆腐部門 

  金賞●はらから蔵王の絹 （はらから福祉会蔵王すずしろ/宮城） 

 

〇平成２９年度国産大豆クロップツアー 

 今年で第５回目を迎えた国産大豆クロップツアーですが、お陰様で好評のうちに青森県、宮

城県での開催を無事終えることができました。 

 今年は宮城県を中心に夏場の日照不足が続き場所によっては生育への影響が心配なところ

もありましたが、幸いなことに当社契約栽培圃場では問題ない模様です。 

今後も皆様方の販路拡大や製品価値の向上を後押しさせていただければ幸いです。 

本年度のツアーは残すところ岩手県のみとなりましたが、平成３０年度の開催も予定しており

ますので、本取組みの詳細につきましては、各営業担当へお問い合わせくださいますようお願

いいたします。 

 
JA 登米 生産者の皆さん JA みどりの 生産者の皆さ

ん 


